
1（　） 春 日 部 市 自 治 会 連 合 会

自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えての自主防災活動や要援護者の避難支援、青少年
の健全育成、交通安全パトロール、環境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。
地域の輪を広げるため、自治会・町会・地区・区に加入しましょう。

自治会・町会・地区・区は地域の輪
第　20　号

主な内容
■自治会・町会・地区・区の特色及び活動状況の紹介
■各研修会報告
■地域貢献賞表彰報告
■春日部市犯罪情報の住民提供等に関する協定

■自治会加入促進事業報告
■武里地区の紹介
■自治会連合会役員一覧　
■地域ぐるみでオアシス運動　

★日赤社員・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防災・防犯活動への協力
★マイバッグ持参運動の推進に伴う、容器包装ごみの削減に協力
★災害時要援護者避難支援制度へのモデル自治会として協力
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整
★東日本大震災で被災された方々への義援金及び支援金募金活動 等

【協力事業】

【その他】

平成27年度活動報告
● 研修会（講演・地区事例発表）………

● 役員研修会……………………………    
● 研修会（講演）……………
　【演題】「地域コミュニティの活性化」
● 地域貢献賞表彰………………………

【演  題】「自治会の活性化と加入促進」
【地区事例発表】「内牧地区　栄町一丁目町会」

● 正副会長会議…………………
● 理事会………………………………………
● 定例総会………………………………………………
● 自治会活動の手引き発行……………………………
● 春のクリーンデー……………………………………
● 各地区体育祭の実施…………………………………
　　　　　　　　　　　　　  （豊春地区体育祭……10月４日）

平成27年 4 月20日他　7 回
4 月20日他　6 回

5 月15日
5 月15日
5 月31日

10月12日

10月29日

11月5日
平成28年 2 月13日

2 月13日

平成 27年 11月春日部市役所本庁舎で開催した「自治会活動パネル展示」
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グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
春
日
部
自
治
会

は
北
春
日
部
駅
の
西
側
に
位
置
し
て

お
り
ま
す
。
近
く
に
は
、
隼
人
掘
川
、

内
牧
公
園
等
春
日
部
の
中
で
は
、
特

に
緑
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

平
成
元
年
に
こ
つ
然
と
５
階
建
マ
ン

シ
ョ
ン
が
５
棟
で
き
て
、
新
し
い
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地
区
の
行
事 

 （
地
区
体
育
祭
、
市
民
夏
ま
つ
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
）
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
区
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
内
牧
四
区
か
ら
独
立

し
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
春
日
部
自
治

会
と
し
て
内
牧
地
区
自
治
会
連
合
会

に
加
盟
し
、今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
の
行
事
と
し
て
は
、
春
と

秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
年
２
回
の
防

災
訓
練
（
１
回
目
は
消
防
へ
の
通
報

訓
練
、
応
急
処
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ 

、
水
消

火
器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
。
２
回

目
は
自
治
会
所
有
の
ポ
ン
プ
を
使
っ

て
の
放
水
訓
練
、
階
段
を
使
っ
た
避

難
訓
練
、
自
前
の
給
水
キ
ッ
ト
を
使
っ

た
給
水
訓
練
な
ど
）、
６
月
の
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
７
月
の
市
民
夏

ま
つ
り
、
８
月
の
少
年
少
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
夏

祭
り
、
10
月
の
内
牧
地
区
体
育
祭
、

11
月
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

12
月
の
餅
つ
き
大
会
な
ど
多
く
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
安
心

の
生
活
を
目
指
し
、
健
康
維
持
、
健

康
増
進
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

武
里
中
野
地
区
自
治
会
は
、
武
里

小
学
校
と
総
合
体
育
館
「
ウ
イ
ン
グ
・

ハ
ッ
ト
春
日
部
」
の
中
央
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

５
月
は
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
・
７
月

は
夏
祭
り
・
９
月
は
地
区
体
育
祭
・

10
月
は
薄
谷
地
区
と
合
同
の
防
災
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
子
供
会
、

順不同

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
春
日
部
自
治
会

自治会長

大野誠一放 水 訓 練

神
社
、
自
治
会
の
合
同
で
行
わ
れ
る

夏
祭
り
で
は
、
金
魚
す
く
い
、
く
じ

引
き
、
子
供
御
輿
な
ど
が
出
て
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
い
笑
顔
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
３
世
代
お
楽
し
み
交
流

会
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、
仲
良

く
絆
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
活
動
で
は
地
域
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
防
犯
委
員
８

人
で
２
組
に
分
か
れ
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
、
広
報
紙
・
回
覧
板
・
掲

示
板
な
ど
に
大
切
な
情
報
を
伝
達
し

て
い
ま
す
。
福
祉
活
動
も
共
同
募
金

な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
に
積
極
的
に

協
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
役
員
は
、
自
己
啓
発
の
た

め
、
市
で
開
催
さ
れ
る
自
治
会
研
修

会
・
防
犯
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
、

そ
の
内
容
を
役
員
会
で
役
立
て
、
的

確
な
自
治
会
運
営
と
情
報
共
有
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
は
、
重

点
的
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
全
員

参
加
し
て
い
た
だ
き
親
睦
を
図
り
、

強
い
絆
を
作
り
、
安
全
で
安
心
で
き

る
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
標
に
、

役
員
一
丸
と
な
り
自
治
会
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
街
区
町
会
は
、
市
の
南
に
位
置

し
、
新
方
川
を
挟
み
越
谷
市
に
隣
接

し
て
い
ま
す
。

　

中
層
23
棟
５
６
０
世
帯
を
抱
え
、

会
長
、副
会
長
以
下
安
全
部
、環
境
部
、

催
事
部
を
置
き
、
月
２
回
の
役
員
会

で
検
討
事
項
を
生
か
す
会
合
を
開
催

武
里
中
野
地
区
自
治
会

自治会長

山崎勇喜

防 災 訓 練

５
街
区
町
会

町会長

唐沢奈美子町 会 だ よ り
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大
沼
ゆ
り
の
木
自
治
会
は
、
西
側
に

向
か
っ
て
国
道
16
号
線
、
東
側
に
向

か
っ
て
ユ
リ
ノ
キ
通
り
が
走
り
、
大

沼
１
丁
目
（
一
部
）、２
丁
目
（
一
部
）、

３
丁
目
（
全
域
）
の
６
４
５
世
帯
で

構
成
さ
れ
た
自
治
会
で
す
。

　

以
前
は
、
上
谷
原
地
区
の
連
合
体

の
一
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
10
年
に
独
立
し
、
名
称

を
大
沼
ゆ
り
の
木
自
治
会
に
改
め
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を
目

的
に
「
日
帰
り
研
修
旅
行
」「
ふ
れ
あ

い
納
涼
祭
」「
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」

「
秋
の
地
区
体
育
祭
」「
防
災
訓
練
」

な
ど
の
ほ
か
地
域
美
化
運
動
と
し
て

毎
月
大
沼
第
二
・
第
三
公
園
の
清
掃

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
活
動
で
あ
る
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
に
は
毎
月
約
40
人
の

高
齢
者
の
方
が
参
加
さ
れ
、
楽
し
い

時
間
を
笑
顔
で
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

の
自
治
会
役
員
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
会
長
１
人
、副
会
長
２
人
、

事
務
局
１
人
、会
計
１
人
、理
事
３
人
、

防
犯
推
進
員
４
人
、
防
災
委
員
３
人
、

福
祉
協
力
委
員
３
人
、
体
育
委
員
４

人
、
ク
リ
ー
ン
推
進
委
員
６
人
、
組

長
27
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
絆
を
モ
ッ
ト
ー
に
地
域
づ
く
り

の
た
め
役
員
一
丸
と
な
っ
て
自
治
会

運
営
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

八
丁
目
下
組
地
区
会
は
、
幸
松
地

区
に
属
し
、
国
道
４
号
線
が
通
る
古

利
根
川
沿
い
の
地
区
で
す
。
春
日
部

市
消
防
団
出
初
式
で
は
、
今
年
も
当

地
河
川
敷
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
て
、

色
鮮
や
か
な
水
の
ア
ー
チ
が
川
の
上

に
描
か
れ
、
多
く
の
見
物
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

当
地
区
会
は
、
約
２
３
０
世
帯
の

会
員
で
、
役
員
は
、
地
区
長
・
副
地

区
長
・
書
記
・
会
計
・
監
事
・
相
談

役
・
顧
問
（
３
人
）・
組
長
（
３
人
）・

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
防
災
訓
練
、

体
育
祭
、
地
域
防
犯
、
福
祉
ニ
ー
ズ

対
策
な
ど
は
、
他
地
区
と
連
携
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
区
の
皆
様
と
共
に
安

心
と
安
全
の
住
み
良
い
地
域
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

赤
沼
地
区
は
、
市
の
東
南
端
に
位

置
し
、
西
南
に
古
利
根
川
、
北
東
に

中
川
と
川
に
囲
ま
れ
た
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
る
農
業
振
興
地
域
が
３
割

を
占
め
る
緑
豊
か
な
地
区
で
あ
り
ま

す
。

　

赤
沼
地
区
に
は
、
特
産
の
赤
米
を

原
料
と
し
た
赤
沼
ロ
マ
ン
ビ
ー
ル
の

製
造
販
売
や
３
０
０
年
の
伝
統
を
誇

る
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
赤
沼

の
獅
子
舞
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
獅
子
舞
の
披
露
で
は
、
年
々

観
客
も
増
え
て
３
０
０
人
を
超
え
る

人
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

核
家
族
化
、
少
子
化
、
高
齢
化
さ

ら
に
は
農
地
の
住
宅
化
が
進
ん
で
い

て
、
こ
れ
ら
の
傾
向
に
対
応
す
る
自

治
会
活
動
の
在
り
方
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
新
田
組
、
新
町
組
、

下
手
組
、
上
手
組
の
４
組
で
構
成
さ

班
長
（
11
人
）・
地
区
祭
典
委
員
（
11

人
）・
集
会
所
受
付
係
で
構
成
さ
れ
、

さ
ら
に
広
域
の
市
委
嘱
役
員
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
美
化
活
動
と
し
て
は
、
春

と
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
及
び
古
利
根

川
清
掃
。
学
校
関
係
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
地
区
委
員
と
連
携
し
て
、

学
童
の
下
校
時
見
守
り
や
通
学
状
況

の
視
察
改
善
な
ど
を
行
い
、
特
に
幸

松
小
学
校
で
は
、
地
域
の
協
力
で
鼓

笛
隊
や
児
童
の
ラ
ン
ナ
ー
が
学
校
の

周
り
を
安
全
に
周
回
し
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
は
、
１
，
１
０
０
ｍ
を
提
灯

で
飾
り
、
八
丁
目
の
千
貫
御
輿
を
迎

え
、
子
供
御
輿
・
山
車
の
地
区
内
渡

御
や
お
神
楽
の
舞
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。
秋
は
、
敬
老
の
日
に
80
歳

以
上
の
長
寿
者
に
花
束
を
贈
っ
た
り
、

親
睦
旅
行
な
ど
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
１
月
に
は
新
年
会
を
行
っ

赤
沼
自
治
会

自治会長

関根寛治

放 水 訓 練

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
部
（
防
災
）
で
は
、
防
災
士

の
指
導
の
下
「
防
災
訓
練
」
を
中
心

に
防
災
関
連
の
対
応
を
検
討
し
、
実

施
し
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
に
は
毎

回
約
２
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
部
で
は
、
全
世
帯
参
加
の
「
一

斉
清
掃
、
資
源
回
収
、
不
燃
ご
み
、

ビ
ン
・
缶
の
回
収
日
の
立
ち
会
い
」

を
実
施
し
、
環
境
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

催
事
部
で
は
、「
夏
祭
り
、
体
育
祭
」

を
初
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
多
く
設
け
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
幅
広
く
近
所
付
き
合
い
が

で
き
て
楽
し
め
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

安
全
部
（
福
祉
）
で
は
、
高
齢
者

の
多
い
町
会
で
す
が
、
80
歳
を
迎
え

ら
れ
る
「
高
齢
者
の
お
宅
訪
問
」
を

行
い
、
お
話
を
お
聞
き
し
、
解
決
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
数
も
少
な
い
町
会
で
す

が
、
黄
色
の
チ
ョ
ッ
キ
で
見
守
り
活

動
や
地
域
内
の
巡
回
を
し
て
、
子
ど

も
の
安
全
を
願
っ
て
毎
日
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

大
き
な
力
と
し
て
は
、
一
つ
の
階

段
（
10
軒
単
位
）
毎
に
一
人
の
班
長

を
置
き
、
月
１
回
の
班
長
会
を
開
き

町
会
活
動
の
補
助
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
む
町
会
で
す
が
、

町
会
加
入
率
98
％
の
信
頼
を
受
け
、

広
報
誌
の
毎
月
発
行
で
会
員
に
町
会

の
今
を
周
知
し
な
が
ら
、安
心
、安
全
、

安
穏
の
町
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
沼
ゆ
り
の
木
自
治
会

八
丁
目
下
組
地
区
会

自治会長

田代一二

地区長

栗原英之

日帰り研修旅行
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れ
、
各
組
か
ら
会
長
又
は
副
会
長
と

し
て
１
人
ず
つ
、
組
長
と
し
て
各
組

正
副
２
人
ず
つ
、
会
計
１
人
の
合
計

13
人
が
役
員
と
し
て
選
出
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
各
組
に
は
47
人
の
班
長

が
い
ま
す
の
で
、
総
勢
60
人
の
組
織

で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
数
は

３
２
８
世
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
加
入

率
が
70
％
と
低
い
の
も
課
題
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
と
絆
の
強
化
を
目
標
に
次
の
各
施

策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

①
子
ど
も
見
守
り
活
動
の
充
実

②
子
供
会
活
動
の
充
実

③
高
齢
者
い
き
い
き
対
策
事
業

④
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
活
動
へ
の
積

　

極
的
参
加

⑤
赤
沼
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施

⑥
納
涼
祭
の
開
催

⑦
資
源
回
収
を
通
じ
た
会
員
相
互
の

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

⑧
農
業
資
源
の
有
効
活
用
の
強
化
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
各
位
の
意
見
具
申
に

十
分
に
耳
を
傾
け
て
、
魅
力
あ
る
自

治
会
に
な
る
よ
う
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

東
中
野
区
は
、
市
の
東
端
に
位
置

し
、
古
く
か
ら
中
野
区
と
し
て
区
を

結
成
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
春
日
部
市

と
庄
和
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
東
中

野
区
と
地
名
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
、
こ
こ
数
年
世
帯
数
が

増
加
し
、
平
成
27
年
度
に
は
９
０
０

世
帯
を
上
回
り
、
活
性
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
地
区
全
体
を
８
組
57
班
の

編
成
に
よ
り
、
18
人
の
役
員
で
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

世
帯
数
が
増
加
す
る
に
伴
い
、
若

者
や
子
供
の
数
も
増
え
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
を
最
優
先
し
て

年
間
の
行
事
や
人
と
の
つ
な
が
り
を

役
員
会
を
通
し
て
実
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
地
は
、
40
年
来
の
埼
葛
清
掃
組

合
（
現
環
境
セ
ン
タ
ー
）
の
最
終
処

分
場
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
還
元

と
し
て
一
昨
年
記
念
集
会
所
を
建
設

し
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
区
民
が

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
組
ご
と
に
交
替
で

行
う
集
会
所
や
富
多
神
社
の
掃
除
、

毎
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
で
は
地
域
資
源
保
全
会

を
組
織
し
、
農
用
地
、
水
路
、
農
道

な
ど
の
資
源
及
び
農
村
環
境
の
保
全

の
た
め
水
路
、
農
道
な
ど
の
長
寿
命

化
を
進
め
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
作
業

を
通
し
て
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
明
る
く

安
心
安
全
な
地
域
に
な
る
よ
う
に
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

立
沼
町
会
は
、
昭
和
52
年
（
１
９

７
７
年
）
に
内
谷
町
会
か
ら
分
離
独

立
し
、
今
年
で
設
立
40
年
目
を
迎
え

集
い
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
大
き
な
行
事
と
し
て
は
、

８
月
の
第
一
土
曜
日
に
は
東
中
野
香

取
神
社
境
内
の
広
場
で
、
納
涼
祭
を

実
行
委
員
１
５
０
人
の
人
た
ち
の
協

力
で
実
施
。
ま
た
、
三
世
代
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
桜
の
名
所
と

な
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
広
場
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
の

参
加
も
年
々
多
く
な
り
、
新
し
く
居

を
構
え
た
若
い
方
や
子
ど
も
た
ち
の

参
加
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

東
中
野
獅
子
舞
の
伝
承
や
同
時
開
催

の
菊
花
展
示
会
も
地
域
の
人
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
有

事
に
備
え
て
の
防
災
訓
練
で
は
、
電

気
・
ガ
ス
を
使
わ
ず
薪
で
ご
飯
を
炊

き
、
お
む
す
び
や
豚
汁
を
作
る
炊
き

出
し
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
多
く
の

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
で
は
、
新
し
い
住
民
の
方
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の 獅 子 舞

榎 神 楽

方
も
と
て
も
元
気
に
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
と
も
か
く
地
域
全
体
が
生

き
生
き
と
動
い
て
い
る
の
が
東
中
野

区
で
す
。

　

榎
区
は
、
庄
和
地
区
北
部
に
位
置

し
、
東
側
の
中
川
、
西
側
の
主
要
地

方
道
松
伏
春
日
部
関
宿
線
に
挟
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
中
央
を
国
道
４

号
バ
イ
パ
ス
が
通
っ
て
い
て
区
が
二

分
さ
れ
た
純
農
村
地
域
で
す
。

　

世
帯
数
は
、
58
戸
と
小
規
模
で
す
。

３
地
区
（
組
）
で
構
成
さ
れ
た
自
治

会
は
、
区
長
、
区
長
代
理
、
会
計
、

耕
地
代
表
（
地
区
代
表
３
人
）
の
６

人
の
役
員
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
の
主
な
事
業
は
、
５
月
の
「
春

の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」、
７
月
の
「
大
杉

神
社
、
香
取
神
社
の
夏
ま
つ
り
」、
10

月
の
「
庄
和
地
区
体
育
祭
」、
12
月

の
「
防
災
訓
練
」、
１
月
の
「
新
年
会
」

３
月
の
「
総
会
」
と
他
の
自
治
会
と

同
じ
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
祭
り
は
榎
区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

神
社
の
神
事
に
始
ま
り
、
御
輿
渡
御
、

辻
斬
り
と
続
き
、
集
会
所
に
戻
り
昼

食
の
後
、
市
指
定
無
形
文
化
財
の
榎

神
楽
連
に
よ
る
神
楽
の
奉
納
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

神
楽
の
奉
納
は
、
区
の
人
々
に
拍
手

喝
采
を
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が

町会長

並木素生

立
沼
町
会

東
中
野
区

区長

松嶋　昇

榎　
　
　

区

区長

小久保靜夫

防 災 訓 練
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平
成
27
年
10
月
29
日
、
中
央
公
民
館
に
て
自
治
会
連
合

会
研
修
会
を
開
催
し
、
講
演
会
と
地
区
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
法
政
大
学
法
学
部
教
授
の
名
和
田　

是
彦

（
な
わ
た　

よ
し
ひ
こ
）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
自
治
会
の

活
性
化
と
加
入
促
進
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
ず
、「
自
治
会
」
と
い
う
も
の
が
で
き
た

歴
史
的
な
背
景
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
現

在
の
自
治
会
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
環
境
の
変
化
や
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
ど
ん
な
方
策
が
必
要

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、「
自
治
会
加
入
率
向
上
に
特
効
薬
は

な
い
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
価
値
観
の
多
様
化

と
と
も
に
、
若
者
を
中
心
に
自
治
会
に
入
る
の
が
当
た
り

前
と
い
う
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
時
世
だ
か
ら
こ
そ
基
本

に
立
ち
返
り
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
層
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

活
動
を
行
い
、
自
治
会
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自

治
会
活
動
の
必
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

地
区
事
例
発
表
は
、
地
区
全
体
、
ま
た
は
単
位
自
治
会

で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
た
に
始
め
た
試
み
に
な
り
ま
す
。

２
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
内
牧
地
区
・
栄
町
一
丁
目
町

会
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
白
坂
町
会
長
か
ら
、
町

会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
「
栄
町
一

丁
目
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
の
佐
伯
会
長
か
ら
活
動
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
町
会
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
町
会
と
は
別

の
組
織
で
す
が
、
町
会
と
協
力
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

広
報
紙
の
仕
分
け
、
公
園
の
清
掃
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
発
足
当
初
は
17
名
で
活
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
男
性
20
名
・
女
性
15
名
の
35
名
で
活
動
し
て

お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
な
く
、
体
力
保
持
や

親
睦
・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
月
曜
日

と
木
曜
日
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
を
組

み
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
の
皆
様
が
楽
し
ん
で

活
動
し
て
い
る
様
子
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
市
内
７
地
区
自
治
会
連
合

会
の
中
の
粕
壁
地
区
に
属
し
て
お
り
、

地
区
内
で
は
一
番
新
し
い
自
治
会
で

す
。
加
入
世
帯
は
４
５
０
世
帯
程
度

で
、
21
組
で
構
成
さ
れ
、
市
立
病
院

の
南
側
一
帯
の
中
央
７
丁
目
、
中
央

８
丁
目
、
大
沼
４
丁
目
の
一
部
が
エ

リ
ア
で
す
。

　

町
会
活
動
は
、
地
域
住
民
の
交
流

や
子
ど
も
の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
町

会
３
世
代
交
流
納
涼
祭
」
や
「
ラ
ジ

オ
体
操
」「
町
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

「
町
会
も
ち
つ
き
大
会
」
な
ど
の
開
催
、

「
春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
（
市
内
一
斉
清

掃
）」
や
「
市
民
夏
ま
つ
り
」「
青
少

年
の
集
い
」「
粕
壁
地
区
体
育
祭
」
へ

の
参
加
、
防
犯
の
た
め
の
夏
休
み
期

間
中
の
夜
間
の
「
青
少
年
巡
回
補
導
」

の
実
施
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
民
生
委
員
の
方
と
町
会
関

係
者
が
協
力
し
て
、
４
年
前
か
ら
60

歳
以
上
の
単
身
者
を
対
象
に
、
毎
月

１
回
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
立
沼
」
を

開
催
し
、
お
茶
会
や
歌
、
ゲ
ー
ム
な

ど
で
参
加
者
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

町
会
と
し
て
、
現
在
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
防
災
対
策
で
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
今
後
発
生
が
予
想

さ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
に
備

え
、
災
害
発
生
時
の
緊
急
避
難
場
所

な
ど
を
記
載
し
た
町
会
独
自
の
「
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
全
世

帯
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
の

自
治
会
と
の
「
合
同
防
災
訓
練
」
や

当
町
会
主
催
の
「
防
災
講
演
会
」
を

開
催
し
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
共

有
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
会
は
平
成
23
年
に
始

ま
っ
た
「
春
日
部
市
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
制
度
」
の
モ
デ
ル
自
治

会
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
地
域
で
協
力
し

て
避
難
支
援
を
行
う
な
ど
当
町
会
独

自
の
取
り
組
み
に
一
層
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
会
で
は
３
ヶ
月
ご
と

に
町
会
広
報
紙
「
立
沼
町
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
、
全
世
帯
に
活
動
状
況
や

今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、

地
域
の
皆
様
に
安
心
と
安
全
を
お
届

け
す
る
自
治
会
と
し
て
、
役
員
一
同

さ
ら
に
精
励
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

町会３世代交流納涼祭

自
治
会
連
合
会
研
修
会
報
告
（
第
１
回
）

ご講演をいただいた、名和田教授

栄町一丁目町会白坂町会長、栄町一丁目シニアクラブ佐伯会長、佐藤様
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役
員
視
察
研
修
会
報
告

　

今
年
度
の
役
員
研
修
会
の
先
進
視
察
地
と
し
て
平
成
27
年
11
月
５
日
に
所
沢
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
の
会
場
で
あ
る
所
沢
市
役
所
に
到
着
す
る
と
、
所
沢
市
自
治
会
連
合
会
の
方
々
と
所
沢

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ト
コ
ろ
ん
」
が
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
市
役
所
玄
関
前
で
、
皆
さ

ん
と
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
全
国
的
に
進
ん
で
い
る
自
治
会
加
入
率
低
下
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
の
低

下
に
対
応
す
る
た
め
に
所
沢
市
で
策
定
さ
れ
た
「
自
治
会
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て
、

そ
の
取
り
組
み
や
成
果
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
当
自
治
会
連
合
会
も
平
成
27
年
３
月
に
「
春
日

部
市
自
治
会
加
入
促
進
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
28
年
に
向
け
て
「
自
治
会
加
入
促
進
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
進
地
で
あ
る
所
沢
市
に
、
す
で
に
運
用
を
開
始
し

て
い
る
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
後
の
成
果
等
を
お
伺
い
し
た
も
の
で
す
。

　

所
沢
市
で
は
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用
に
お
い
て
、
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
市
、
自
治
会
と
の
連
携
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
際
に
は
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
所
沢
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
後

は
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
自
治
会
連
合
会
か
ら
「
昨
今
、
退
会
者
が
増
え
自

治
会
の
高
齢
化
率
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
退
会
者
防
止

策
に
つ
い
て
何
か
参
考
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

伺
い
た
い
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
所
沢
市
か
ら
は
、

一
部
地
域
で
は
あ
る
が
、
高
齢
者
の
方
に
対
し
役
職
を

免
除
す
る
な
ど
の
策
を
と
っ
て
い
る
と
の
ご
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
住
民
を
ど
の
よ
う
に
加

入
さ
せ
て
い
る
の
か
」
と
の
質
問
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
を
取
り
入
れ
て
、
い
ず
れ
自
治
会
の
役

員
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
育
成
す
る
こ
と
も
一
つ

の
策
で
は
な
い
か
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
役
員
研
修
会
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
実
り
あ
る
役
員
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

自治会連合会研修会報告（第２回）

    

地
域
貢
献
賞
表
彰
報
告

　
当
自
治
会
連
合
会
で
は
、
身
近
な
地
域
で
地
道
に
か
つ
立
派
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
功

績
を
た
た
え
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
地
域
貢
献
賞
を
創
設
し
、
今
年
度
は
平
成
28
年
２
月
13
日

に
市
民
文
化
会
館
で
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
受
賞
を
さ
れ
た
皆
様
の
お
名
前

を
掲
載
し
、
長
年
地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
地
域
活
動
に
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
公
共
生
活
・
生
活
安
全
・
環
境
美
化
・
社
会
福
祉
へ
の
貢
献

自治会名 氏　名
川 久 保 自 治 会 磯 野 昂 三

内 谷 町 会 松 浦 光 男

内牧四区地区 新井美智子

梅田二区自治会 山 﨑 泰 浩

備 後 上 地 区 小林ちづ子

備後須賀第四自治会 石 川 　 昭

一ノ割新田・大沼自治会 江 田 　 博

下谷原地区自治会 田 嶋 　 隆

南中曽根地区会 中 澤 　 清

新方袋連合自治会 大 村 芳 夫

八丁目下組地区会 齋 藤 　 博

小渕追分自治会 當 摩 正 雄

牛島４番地区自治会 珍 田 正 子

本 田 上 自 治 会 大 塚 宣 行

三 本 木 自 治 会 白 濵 昭 夫

六軒地区自治会 五反田　茂

米 島 駅 南 地 区 小 島 惠 子

北 部 新 宿 区 川 辺 好 雄

水 角 区 野 邉 周 矩
＊敬称略

　平成 28 年２月 13 日に市民文化会館で開催され
た自治会連合会研修会で「地域コミュニティの活
性化」をテーマに、落語家の三遊亭　楽生（さんゆ
うてい　らくしょう）氏を講師にお招きし、ご講演
をいただきました。
　講演では、言葉の待つ伝える力について、声の
出し方ひとつとっても、人に物事を伝えやすくなっ
たり、人に元気を与えたりすることもできるとい
うお話をしていただきました。また、笑顔の重要
性について、落語の小話に春日部高校出身ならで
はの話題を織り交ぜた軽快な語り口に、笑いが多
い講演になりました。楽生さんは、客席に降りて
きて、直接観客のみなさんにお話しをされるなど、
最後まで観客の目を釘付けにしました。やはり、
笑いがあるところに人の輪ができることを実感し
た、大変有意義な研修となりました。



7（　） 春 日 部 市 自 治 会 連 合 会

自治会加入促進事業報告

    

春
日
部
市
犯
罪
情
報
の
住
民

提
供
等
に
関
す
る
協
定

　
平
成
28
年
２
月
16
日
、
春
日
部
市
役
所

に
お
い
て
、
春
日
部
警
察
署
、
春
日
部
市
、

春
日
部
市
自
治
会
連
合
会
の
３
者
で
「
春

日
部
市
犯
罪
情
報
の
住
民
提
供
等
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
お
け
る
当
自
治
会
連
合
会

の
役
割
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
提
供
を
受
け
た
犯
罪
情
報
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
へ
の
注
意
喚
起
へ
の
協
力

②
自
治
会
内
で
の
安
心
安
全
メ
ー
ル
（
情

報
伝
達
媒
体
）
の
普
及
活
動
、
警
察
活
動

へ
の
協
力

③
犯
罪
情
報
を
認
知
し
た
場
合
の
速
や
か

な
通
報
な
ど

　
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　当自治会連合会では、年々進む会員の減少・加入率の低下による自治会活動の鈍化・組織の弱体化をいかに食い止めるかを
課題に、新たな取り組みとして自治会加入促進事業を実施しました。

1. 事業目的
　自治会活動は、地域コミュニティの根幹であり、会員の減少、加入率の低下は、自主防災・防犯、ごみ収集、清掃活動など
地域環境に多大な影響を及ぼし、共にまちづくりを進める市政にとっても特段の憂慮すべき事態となっています。
　そこで、自治会活動の重要性を広く市民に知っていただき、自治会会員の退会防止と未加入者への自治会参加を呼び掛ける
ため、「自治会加入促進月間」を定め、一定期間に集中して市と自治会連合会が共同で啓発事業を実施したものです。

2. 加入促進月間の制定
　平成27年 10月 26日 (月 )～ 11月 25日 (水 )　1ヶ月間

3. 事業内容
①駅頭キャンペーン事業
　朝の通勤時間帯 (午前 8時～ 10時 )に合わせて春日部駅の東西乗降口と南桜井駅の南北乗降口において、各自治会長はじめ
会員の皆様にもご参加をいただき、加入呼掛けと啓発品 (加入促進チラシ、ポケットティッシュ、花の種 )の配布を行いました。

【実績】●10月 26日 (月 )
　　　　　春日部駅　参加者20人　啓発品配布数　500袋
　　　 ● 10月 27日 (火 )　
　　　　　南桜井駅　参加者14人　啓発品配布数　300袋

②パネル展示事業
　各自治会で行っているイベントや行事、事業などの写真 (約 60点 )を
展示することで、自治会活動の重要性や楽しさをPRし、加入のきっか
けづくりを行いました。来観者には、展示コーナー担当者 (各自治会協
力員 )から加入呼び掛けと写真解説、啓発品配布を行いました。

【実績】●11月 11日～ 13日 (3日間 )　庄和総合支所
　　　　　展示コーナー担当者12人　来観者・啓発品配布数　237人 (袋 )

　　　 ● 11月 18日～ 24日 (土日祝除く4日間 )　春日部市役所
　　　　　 展示コーナー担当者17人　来観者・啓発品配布数　450人 (袋 )

③加入相談事業
　パネル展示会場 (相談コーナー併設 )において、自治会への加入方法
や活動内容などの相談を各自治会から選出された相談員が受け付け回答
しました。
　相談者には、記念品 (買い物バック )をお贈りしました。

【実績】●11月 11日～ 13日 (3日間 )　庄和総合支所
　　　　　相談員　6人　相談件数　1件　　　
 　　　●11月 18日～ 24日 (土・日曜日・祝日を除く4日間 )　
　　　　　春日部市役所
　　　　　相談員　9人　相談件数　3件

　加入促進事業にご参加をいただきました連合会会員の皆様、ご協力誠
にありがとうございました。
　加入促進事業の初年度ということで、促進月間を設け連合会としての活動PRはできましたが、未加入者の意識改革を図り具
体的な成果を上げるには、さらにこれからの事業の積み重ねが重要になります。
　当自治会連合会では、平成28年度も引き続き加入促進事業を展開してまいりますので、皆様のご協力をよろしくお願い申し
上げます。

駅頭キャンペーンの様子（春日部駅西口）

パネル展示の様子（庄和総合支所）

協
定
の
締
結
式
に
臨
ん
だ

（
左
か
ら
）自
治
会
連
合
会
長
、
春
日
部

警
察
署
長
、
春
日
部
市
長
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昨
年
の
９
月
に
台
風
18
号
の
影
響

で
関
東
や
東
北
で
記
録
的
な
豪
雨
が

降
り
続
き
、
茨
城
県
常
総
市
三
坂
町

で
は
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大

規
模
な
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の

台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り
、
道
路
冠

水
、
浸
水
被
害
な
ど
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。　

　

こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
自
治
会
、

町
内
会
を
中
心
と
し
た
ご
近
所
同
士

の
助
け
合
い
、
地
域
の
支
え
合
い
、

そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
も
う
一
度
、
自
治

会
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ま
た
、
当
自
治
会
連
合
会
で
は
、

昨
年
よ
り
市
と
共
に
自
治
会
加
入
促

進
月
間
を
設
け
、
自
治
会
加
入
の
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
一
定
期
間

に
集
中
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
い
ざ
！
」
と
い
う
時
は
、
地
域

住
民
が
助
け
合
え
る
自
治
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

時　

田　

美
野
吉

関　

根　

慶　

剛

板　

倉　
　
　

肇

吉　

田　

敏　

雄

鈴　

木　

敏　

仁

松　

嶋　
　
　

昇

編
集
委
員
氏
名

会　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

発
行
日

発
行
者

事
務
局

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

春
日
部
市
自
治
会
連
合
会

春
日
部
市
役
所
市
民
参
加
推
進
課
内

〇
四
八（
七
三
六
）一
一
二
七

自
治
会
連
合
会
役
員
一
覧

地
域
ぐ
る
み
で
オ
ア
シ
ス
運
動

オ
ア
シ
ス
運
動
は
挨
拶
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、

　
オ
…
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
ア
…
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
シ
…
「
失
礼
し
ま
す（
失
礼
し
ま
し
た
）」

　
ス
…
「
す
み
ま
せ
ん（
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
）」

を
日
ご
ろ
か
ら
言
え
る
よ
う
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど

で
「
あ
い
さ
つ
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

役 職 名 自　 治　 会 　名 氏　　　名
会　長 本田上自治会 時　田　美野吉

副会長

元新宿町内会 関　根　慶　剛
栄町二丁目町会 板　倉　　　肇
上蛭田西自治会 吉　田　敏　雄
牛島４番地区自治会 鈴　木　敏　仁
東中野区 松　嶋　　　昇

理　事

立沼町会 並　木　素　生
大池町会 筧　田　吉　一
大砂町内会 中　村　正　博
春日町町内会 齋　藤　富　男
内牧四区地区 野　村　三　男
一ノ割新田・大沼自治会 金　重　一　夫
大枝地区自治会 伊　澤　秀　雄
５街区町会 唐　澤　奈美子
備後東六丁目地区自治会 関　口　守　弘
備後須賀第四自治会 野　村　幸　男
大沼ゆりの木自治会 田　代　一　二

役 職 名 自　 治　 会 　名 氏　　　名

理　事

増戸地区自治会 小　暮　恵　治
新方袋連合自治会 山　口　　　潤
上蛭田地区 関　根　金次郎
八丁目下組地区会 栗　原　英　之
小渕島自治会 菱　沼　和　保
赤沼自治会 関　根　寛　治
銚子口自治会 日　向　敏　男
米島駅南地区 石　田　慎　一
木崎区 新　井　義　昭
永沼区 林　　　忠　雄

事務局長 本田下自治会 越　沼　正　一
会　計 北部新宿区 今　村　純　雄

監　事
栄町一丁目町会 白　坂　主　税
谷原二丁目町会 高　橋　宣　雄
樋籠第一地区自治会 市　川　大　倫

〔敬称略〕

自 治 会 名 代表者名
備後下自治会 荒井　勝利
備後東六丁目地区自治会 関口　守弘
正 善 第 一 自 治 会 高橋　泰稔
正 善 第 二 自 治 会 上原十九三
備 後 田 島 自 治 会 遊馬　広志
東 急 武 里 自 治 会 中村　充光
備 後 上 地 区 上原　孝司
備 後 西 川 自 治 会 野澤　孝寿
備 後 宮 田 自 治 会 橋本　和久
備 後 同 友 自 治 会 佐久間　勝
備後朝日ヶ丘自治会 長澤　英機
備後須賀第一自治会 松井　正行
備後須賀第二町会 久保谷　実
備後須賀第三自治会 石川　實三
備後須賀第四自治会 野村　幸男
備後須賀第５自治会 釼持　　盈
一ノ割本田第一自治会 針谷　　明
一ノ割本田第二自治会 増田　善孝
一ノ割本田第三自治会 香山　幹男
一ノ割根耕地自治会 松崎　忠悦

自 治 会 名 代表者名
一ノ割新田・大沼自治会 金重　一夫
薄 谷 自 治 会 石川　照二
武里中野地区自治会 山崎　勇喜
白百合自治会 本堂　文和
武里みどり住宅地自治会 新實　　茂
増田新田地区自治会 太田　哲男
大 場 駅 西 自 治 会 上原　　進
大 場 中 央 自 治 会 佐々木輝夫
大 場 新 田 自 治 会 山﨑　正義
大 場 谷 中 自 治 会 鈴木　　晃
大 場 東 口 自 治 会 大出　利衛
大 畑 自 治 会 山崎　令騎
大 枝 地 区 自 治 会 伊澤　秀雄
大枝南自治会 島崎　久子
シティプラザ自治会 岡本　秀穂
大 枝 池 の 端 自 治 会 小笠原麻理
大 枝 東 自 治 会 庄野　　豊
千 間 一 丁 目 自 治 会 木名瀬　茂
５ 街 区 町 会 唐澤奈美子
上 川 町 会 飯田　義雄

＊連合会名名簿順   （平成28年3月1日現在）

　武里地区は、市の南部に位置し、田畑が残る住宅地です。
　東武スカイツリーラインの武里駅、一ノ割駅を中心に東
西区域で自治会を組織し、40自治会で加入世帯は、約1万
4,800世帯です。
　役員は、会長1人、副会長2人、理事7人、監事及び会計
で組織して、会議は、定例総会、定例役員会、情報交換
会を開催し、各自治会の連絡調整や行政機関、関係団体
との連携を図るとともに、数々の地域コミュニティ活動を
実施しております。
　地区最大の事業は、武里地区体育祭で、例年武里小学
校の校庭で開催しております。決して広いとは言えない校
庭に12チームのテントが立ち並び、白熱した応援合戦が
繰り広げられ、競技の成績に一喜一憂し、地域の友好促
進に努めております。
　さらに武里地区自治会連合会では、安全で安心して暮
らせる地域づくりのため、地域防犯推進員や学校との連
携を密にし、防犯パトロールの強化に努め、子どもたちを
犯罪や不審者から守るように地域ぐるみの防犯活動を実
施しております。
　これからも、誰もが安心して暮らせる明るく住みよい街
づくりのため地域住民の生活環境と福祉の向上を目指し
活動してまいりますので、よろしくご指導をお願いします。

●武里地区自治会連合会（40自治会）　  [敬称略]

武里地区自治会連合会副会長   金重　一夫

介武 里 地 区 紹の


